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代表選出に伴う諸問題について　　　　　　　　　　
H18.10.５、H18.10.11, 　　橋爪←→宅見
　　　　　　　　　　　　　　　　【・】　印は、代表と運営委員長の共通理解
　　　　　　　　　　　　　　　　【→】　印は、代表の考え方、方針など

1、 代表の役割についての確認
・　9月21日全体会に運営委員会から提出し承認された、代表選出方法の変更理由のひとつに、

【「市民会議」会則の第５条（役員）では、代表・副代表について、代表性と補佐代行性を既定しているのみである。しかし実際には、単に「市民会議」の象徴的存在としてではなく、対外的な交渉能力、対内的なリーダーシップを期待されている。】

と明記されている。

· 対外的な交渉能力：――21日のフォーラムで、市民向けのプレゼンテーションなど、市民会議の代表として役割りを果たすことから始めるにしても、21日以降の代表の対外的な行動の構想を、概略的であれ固めておく必要がある。

· 対内的なリーダーシップ：――自らの役割りを果たすための機構と具体策の提示が必要である。市民会議のトップ（代表、副代表、必要な場合はこれにプラスα）による、「幹事会（仮称）」のような機構をおく必要があるか。

· 運営委員会との関係をどう整理するか。などなど。
　　→「対外的」には、市民会議の総意を代弁し、極力市民案採択に向けて働きかけを行い、仮にも行政の不作為や問題すり替えが起きないよう、意思疎通を図る。
→ＰＩやフォーラムなどの対市民向けの局面では、全員が分担して行動するべきであり、代表はその一環として行動する。
10月21日のフォーラムでは、挨拶とプレゼンテーションを受け持つ。
　　→「対内的」には、代表・副代表による「幹事会」をつくり、全体の方向性を決めるようにしたい。

　　→幹事会はいわば司令塔（何をするかをきめるところ）であり、運営委員会は参謀本部（どのように実行するか知恵を出すところ）と位置付けて運営をして行く。

　　→「幹事会」には正副運営委員長が、運営委員会には代表と副代表が適宜同席して意思の疎通を図る。
　　→全体会の議長は代表が勤める。
2、 運営委員会内での代表・副代表の身分の整理
· 今後、正副代表は運営委員を外れるほうがわかりやすい？
· 同様に、部会メンバーも兼ねないことが適当である。

　　・　代表と運営委員会の関係をどう考えるか。これまでの市民会議の運営は運営委員会での合意で進めてきた。代表も運営委員会の決定を尊重してやっていくのか、それとも代表の一存で行動するのか、明確にしておく必要がある。
　　→代表は、運営委員をやめるべきである。ただし、代表の立場で運営委員会には引き続き出席し、例外的な場合を除いて討論には参加しないが、運営委員会の求めがあれば意見を述べる。
　　→広報部会からも当然離任することになる。

→代表は、市民会議の方向性にかかわる重要事項について、幹事会で必要と結論した場合には、運営委員会に策定等の指示を出す。
→代表は運営委員会の決定を尊重する。

3、 　　
4、 代表の人事権についての整理
・　副代表の指名のほかに何があるか。例えば、部会長の指名？
→副代表の指名のみ。
４、副代表の人選

・　9月21日全体会に運営委員会から提出し承認された、代表選出方法の変更理由のひとつに、

【「市民会議」自体の組織化が進展するに伴い、組織間の連携がより重要な運営課題となるため、「組織代表性」の観点から、副代表が組織構成とリンクしていないと、「市民会議」の運営に支障が生じるおそれがある。】

と明記されている。

· 組織機能との整合性（部会長を無条件で副代表にする）　ｖｓ　適性（人となりを見てから決める）　ｖｓ　演出（偏りの排除：例えば一般会員からの任命）
　これらをどう調和させるか。また、会員にたいして、どのように開示するか。
　　→組織の代表を即、副代表にするというような事はするべきではない。司令塔と参謀本部の兼務は望ましくない。
　　→副代表は、あくまでも人物本意で選びたい。仮に組織の長が副代表に選ばれた場合は、組織の長を離任してもらう。

　　→時間をかけても多数が納得できる副代表の人選を慎重に進めたい。
→「幹事会」の果たすべき機能は、当面、代表と（正副）運営委員長とで補完していくことができる。
　　

5、 班討議の強化

· 班討議をより有効なものとするための一層の強化策が必要か。
· 策定作業部会長の選出方法、選出時期などの検討と実行を急ぐ。
　　→班討議は、参加者の意見開陳・討論参加の主な場であり、現時点では最も重要な役

割を果たしていると考えている。
　　→策定作業はフラットな運営で行われるべきで、ピラミッド型組織を作らないで行きたい。つまり、班長会々長や、策定作業部会長などは設けない。したがって、班長・副班長も固定せず、自在に交代できるようにしたい。

　　→班長会（各班連絡会といってもよい）は、参加者全員と、幹事会・運営委員会との直接の接点であり、会議成功の帰趨に大きく関係すると思われる。
　　→上記のうちで、特に、「会議の約束ごと」を、班討議向けに見直しすることが最優先の課題であると思う。見直しは、小人数の有志で、嘗て『五分でわかる・・・』を作ったときのような方式を念頭においている。
6、 組織の整備
· 広報部会の整備、つまり、橋爪代表の穴埋めが必要。
· ＰＩ部会の発足準備に入る。
· 策定支援部会長、ＰＩ部会長などの選任時期を早める。
　　→広報部会の編成替えを行い、全体会で承認をお願いする。

　　→策定支援部会長については、職能・必要性などについてよく整理したい。
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